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国道２２０号深港橋の安全な通行を確保するため仮橋（迂回路）

を設置します。 
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川において、６月２４日、７月５日、７月２８日に発生した土石流のため国道２２０

号が３度にわたり全面通行止となりました。 

現在でも斜面には多くの地下水が含まれており、斜面崩落の危険性はまだ高い状況にあり、 今後

の台風の襲来や秋の長雨などにより、その危険性がさらに高まることも考えられます。 

そこで、国土交通省では土石流が発生した場合でもできる限り安全な通行を確保するために、深港

川下流に仮橋（迂回路）を設置することとしましたのでお知らせします。 

 

【仮橋（迂回路）の概要】 

対策内容： 現在の深港橋の下流に仮橋を設置。 

迂回路の諸元： 車道 ２車線、歩道 

仮橋の幅員構成： 車道２．７５ｍ（１車線あたり）、歩道１．５ｍ 

   

地域の皆様や道路利用者の方々にはご迷惑をおかけしますが、ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

問い合わせ先 

 

九州地方整備局 大隅河川国道事務所  

  技術副所長（道路）  鈴木
す ず き

 昭人 

 

電話 ０９９４－６５－２５４１ （内線 ５９８）  FAX  ０９９４－６５－４２１６ 
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国土交通省による国道２２０号深港橋の安全な通行に関する対策

【国道２２０号深港橋の仮橋設置工事】
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